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被験者として Dube らの SB臨床診断基準を満たす健常成人 13名(男性 5
名，女性 8 名，平均年齢 26.0±3.0 歳)を動員した．13名の被験者には自
宅にて携帯型 PSG 装置(Sleep Profiler)を装着してもらい，2夜測定を行
った．1 夜目をスクリーニングとし SB の診断を行い，抑制装置を装着し
た 2 夜目を実験夜とし，振動刺激による SB 抑制効果と睡眠への影響を評
価した．  















13 名の被験者のうち Rompre らの SB 診断基準を満たさなかったもの 1










となく, SB 持続時間を短縮したことから，本システムが SB マネージメン
トに有効な方法である可能性が示唆された． 
 
  
